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私の生まれ育った小樽市の赤岩という地域は近年、ロッククライ
ミングの聖地となっているようで、春から秋にかけては多くのク
ライマーでにぎわいを見せます。
私自身は、子どものボルダリングを少しやってみる程度しか経験
はありませんが、なかなか難しいものだと感じます。なにより、
こわくて、足がすくみます。いつもと違う筋肉を使うため、プル
プルしてきます。でも確実に、一つずつの岩をこの手で掴みなが
ら、一歩ずつ一歩ずつ上へ上へと昇って行く、まさに挑戦の積み
重ね、自分との戦いなんだと思います。

選挙もそうです。覚悟を決めたら、信頼と期待をこの手で握りし
めて掴みながら、一歩ずつ歩みを進めて行きます。ときに、頑丈
だと信じて掴んだ岩が壊れてしまうこともあるでしょう。それで
も『もう一歩！』とあきらめず踏み出せるのは、やはり仲間や支
援者、地域のみなさんが温かく見守ってくれているからなので
す。ここに住むみなさん一人一人が、社会を『もう一歩』前に進
める原動力となっているのです。
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《地元》〒047-0024 小樽市花園2-6-7 プラムビル5F
　　　　電話 0134-61-7366 FAX 0134-33-7345
《国会》〒100-8982 東京都千代田区永田町2-2-1
　　　　衆議院第一議員会館820号室
　　　　電話 03-3508-7493 FAX03-3508-3320

ポスター掲示のお願い
ご自宅、ガレージ、畑などポスターをご掲示いただける方が
いらっしゃいましたら、すぐに伺わせていただきます。

《立憲民主編集部》

〒102-0093
東京都千代田区平河町2-12-4 ふじビル3F
電話 03-6811-2301
FAX 03-6811-2302
goiken@cdp-japan.net
http://cdp-japan.jp/

 『一歩を踏み出せるなら、
もう一歩も踏み出せる』

公式HPはこちら→

1 9 8 3 年  小 樽 市 立 病 院 で 生 ま れ る
4 人 兄 妹 の 末 っ 子

幸 小 学 校 、 長 橋 中 学 校 、 小 樽 潮 陵 高 校 を 卒 業
高 校 卒 業 後 、 イ ギ リ ス へ 留 学

現 バ ー ミ ン ガ ム シ テ ィ 大 学 で ジ ャ ー ナ リ ズ ム を 学 ぶ
帰 国 後 は フ ジ テ レ ビ に 入 社

報 道 局 政 治 部 の 記 者 と し て 野 党 キ ャ ッ プ を 務 め た
家 族 ： 夫 ・ 娘 と 息 子

国 会 で は 総 務 委 員 会 、 地 方 創 生 特 別 委 員 会 、

お お つ き  紅 葉 　 プ ロ フ ィ ー ル  
 

情 報 監 視 審 査 会 に 所 属
 

おおつき
紅葉

衆 議 院 議 員  

- トッド・スキナー（アメリカのロッククライマー）

 学生インターン募集！！
 もうすぐ夏休み！
おおつき紅葉 小樽事務所で
インターンしませんか？
詳細は下記事務所まで！

 撮影地:北海道小樽市



参院選 徳永エリ氏 3期目当選
低投票率の課題と教育の必要性

日本の男女間格差は今年も先進国最下位
政治・経済で改善進まず
世界経済フォーラム（WEF）は、今月、ジェンダー平
等の度合いを示す「ジェンダー・ギャップ指数2022」
を公表しました。日本の順位は146カ国中116位で、
昨年3月の120位（156カ国中）より数字の上ではわず
かに上昇しましたが、主要先進国では引き続き最下位
となっています。WEFが指標とする「経済」「教育」
「医療へのアクセス」「政治参加」の4分野のうち、
わが国が特に立ち遅れているのは政治と経済の分野で
す。 
政治分野では、昨年の衆議院選挙の結果、女性比率が
それまでの9.9％から9.7％に後退するなど全体で139
位（昨年147位）と低迷、経済分野も収入における男
女格差が100位、管理職についている男女差で130位
など、全体で121位（昨年117位）となっています。
「選択的夫婦別姓制度」についても野党提出の法案を
与党は審議すらしようとしないのが現実です。
　こうした中、参院選においては全体の女性候補者比
率が33％、当選者比率は28％と過去最高になりまし
た。立憲民主党は選挙前に「女性候補者比率50％」の
目標を掲げ、公認の女性候補者比率51％、当選者比率
53％と、国政におけるジェンダー平等推進をリードし
てきました。秋以降の臨時国会でも、立憲民主党はク
オータ制や選択的夫婦別姓法案をはじめとするジェン
ダー平等推進のための制度導入の議論をリードしてい
きます。そして、20－30年後には、「女性政治家」と
いう言葉を知らないで済む世代が育っていることを目
指しています。

　先の参議院選挙に置いて、改選数3の参院選北海道選
挙区では徳永エリ氏が3期目の当選、比例区では6名の
議席を獲得いたしました。しかし、鉢呂吉雄氏の後継
者である石川ともひろ氏はわずかの差で届かず国政復
帰を果たせませんでした。この間、ご支持、ご支援を
いただいた皆さまに心から御礼を申し上げます。
　今回の参議院選挙の投票率は3年前の前回選挙に比べ
て0.22ポイント高く、53.98％でした。1990年代、バ
ブル崩壊以降は投票率の低迷が続いています。さて、
政治の世界に自分の利害を代弁できる存在はいます
か？物価が急激に上がった、実質賃金は下がってい
る、児童手当の所得制限が始まる、年金もカットされ
る、高齢者の医療費の窓口負担も増える、これだけ円
安でも輸出できる製品はかつてほど多くはない。これ
が世界に誇る日本のあるべき姿なのでしょうか。
　このまちに暮らすみなさんで、こういった問題を認
識し、政治に関わることで少しずつ世の中を変えてい
くことが今こそ必要だと考えています。
　選挙期間中、高校1年生の学生4人が声をかけてくれ
ました。「僕たちはまだ投票にはいけません。でも学
校で、選挙というのがどういうものか教えてもらわな
いと、ある日突然18歳になって投票に行けと言われて
も、何が正しく、何に投票すべきかわかりません。教
育に取り入れていただけませんか。」と、主権者教育
の必要性を訴えました。とても重要な視点です。私は
立憲民主党に所属していますが、むしろ学生たちには
フラットな目線で、自分の一票にどんな価値があるの
か、各党がどんな社会にしたくて訴えているのか、ぜ
ひ興味を持って学んでほしいと願い、国会でも訴えて
まいりたいと思います。 ー

※朝日新聞デジタル参照


